
 

⑤システム構成およびワンマン運転に関する取扱いについて 

組 合 会 社 

ワンマン改造は南武線に導入するもの同じシステムか。 南武線と同じシステムを導入する。 

南武線で現れた様々な課題を横浜線のワンマン運転開始

までにフィードバックできるのか。 

南武線の課題を含め検討し進めている段階だが、同じシステムの導入

で似たような問題が出てくると予測している。並行して考えていく。 

ワンマン運転とＡＴＯ導入は別ということか。 今回はＡＴＯ装置の搭載だけであって、使用開始時期は別である。 

指令通話可能な非常通報装置について南武線も導入前で

試験等されていると思うが、機能しているのか。 

試験結果を見ながら、導入に向けて順次調整している。 

非常通報装置で運転士が一定時間内に反応しない場合、

指令に繋がるシステムになっているのか。 

一定時間内に運転士が応答しなければ、自動的に指令へ切り替わる。 

３／４閉スイッチについて、モニターからは操作できる

のか。 

車掌ユニットでしか操作出来ないという認識。取り扱いについては、

現場と相談しながら少しづつ進めていきたいと考えている。 

車いす対応について、駅から運転士への連絡方法の考え

方を示していただきたい。 

南武線でトライアルを行っているが、その経験を踏まえながら横浜線

にもフィードバックしていく。 

実際にどのようなトライアルを行っているのか。 駅から車掌にアプリ（バディコム）を使って通知し、対応している。

バックアップとして、現行と同じワイヤレスマイクの取り扱いも併用

しながらトライアルを行っている。 

アプリを使い運転士も同様の対応を行う想定か。 検討中だが、運転士も同様に行うことを考えている。 

乗車、降車のタイミングをどのように伝えるのか。 無線のアプリと考えていただければよい。タイミング的には現行の取

扱いと同じ。駅がドア開扉後に乗車通知を行い、運転士が車外スピー

カーで返答するという形で、南武線はトライアルで行っている。 

車いすの乗車位置について、現行と変わらないのか。 お客さまのニーズもあるので、大きく変える考えは無い。 

沿線に盲学校もあるが、目の不自由なお客さまへの対応

はどうか。 

基本的に変わらないと考えている。 

乗降終了表示について、現在、駅社員が乗降終了表示を

出す駅について、ワンマン運転開始後はどうなるのか。 

意見を聞きながら調整していく。手段としてはモニター越しに合図し

たり、バディコムを活用するなども一つの案である。 

指令から新幹線の接続依頼等を受けた場合の対応につい

て、これも現場と調整していくということか。 

状況に合わせて、現場とコミュニケーションを取りながら整備してい

きたいと考えている。指令の協力は欠かせないと考えている。 

イベント最寄り駅で多客が見込まれる場合、乗降終了表

示を出しているが、今後も続けていくということか。 

サポートしていかなければいけないので、イベント開催時は支社から

の応援も含めて検討している。 

入区車両の車内貫通作業について、ワンマン運転開始後

はどのように考えているのか。 

現在検討中である。 

ワンマン運転開始後の停止位置修正についての考えはど

うか。 

基本的には中編成ワンマンと同じくエンド交換することとなるが、 

ホームドアが設置されているので検討中である。 

インチング修正についても検討していくということか。 インチング機能を活かすべく、検討を進めていく。 

ワンマン運転が開始されて同じ距離を乗務する場合、 

行路数は変化するのか。 

行路とワンマン運転は別。あくまでも規程にあるので、規程に則って

作成していく考えに変わりはない。 

ワンマン運転開始後に車掌が必要な臨時列車が運転され

た場合の対応はどうか。 

当然、車掌が必要になるということなので、しっかりと準備して考え

ていく。 

その場合、実際に支社等で働いていて車掌経験がある方

が乗務するというイメージか。 

それも一案だと思っているが、ここは限定することはなく、幅広く考

えながら進めていきたいと考えている。 

非連動運転時には、車掌に相当する列車防護係員が必要

となるが、取り扱いは現場で考えていくのか。 

非連動運転では列車防護係員が必要と想定するが、車掌に限定せず、

省令に則った対応者を準備する考えである。 

ワンマン運転時の自然災害や防犯対応についての考え方

を示していただきたい。 

指令通話機能のある非常通報装置の導入、プロテクターの搭載、支社

が駆けつける文化も継続して取り組んでいる。支社全体でカバーして

いく考えに変わりはない。 
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